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3週間で iPS細胞を樹立することができ、樹立した iPS細胞がgermlinetransmissionを示した。さらに、 NTP









ことから、 NTPシステムのiPS細胞樹立への有用性が確認された。また、 DSB特異的なウイルス DNAの挿
入は、人工制限酵素ZFN(Zinc finger nuclease)を用いた場合にも認められ、多方面の研究で応用が期待さ
れる。 NTPの核移行の機序について、 Vprに結合する細胞国子としてSNF2hを同定し、 VprやNTPのクロ
マチンリクルートメントにSNF2hが関与することを明らかにした。これは、 NTPの核移行等の作用機序を
理解するための重要な手がかりとなる。
審査の結果の要旨
本研究は、印V-1アクセサリー遺伝子産物Vprの核移行に必要な最小機能ドメインとしてi司定されたアミ
ノ酸配列 (C45D18)を基に、新たに開発されたペプチドベクタ-NTPの評価と作用機序の解明を白的とし
たものである。既存のペプチドベクターと比較して遺伝子導入の効率が高く、細胞毒性も低いこと、ゲノム
の特定領域へのDSB誘導及びDSB部位への外来遺伝子の挿入が可能なことを明らかにした。遺伝子治療や
再生医療研究における細胞の形質転換に有用であり、将来的な臨床応用も期待できる優れた研究である。
平成25年1月17日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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